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事業目標（自伐型林業による災害に強い森林づくりの普及・定着支援） 

 
● 長期研修プログラムを行う拠点設置や、新たな講師育成を通じ、着実に技術習得を

行える仕組みが整い、40箇所以上にて研修を実施できる体制を整える。 
● 事務局と協動する地域推進団体が30団体まで増加し、城内の担い手同士の研修や相
談が行われ、担い手が1,500人を超える。 

● 50以上の自治体が自伐型林業支援施策事業を実施し、地域の担い手が活用できるよ
うになる。 

● 「壊れない道づくり」により路網整備された災害に強い森林が、自伐型林業モデル

林として全国10箇所以上認定され、山林所有者等により地域が目指す模範として視
察される。 

 
 

事業内容（自伐型林業による災害に強い山林づくりの普及・定着支援） 

 
（１）対象：重点地域約10箇所 
 
（２）内容 

● 自伐型林業の担い手の技術習得と自立に向けた、講師の指導体制と伴走支援の仕組

みの構築 
● 自治体に対し自伐型林業推進の政策提言や、事業化・施策化に対してのアドバイス

の実施 
● 自伐型林業を推進する地域組織の立上げを促し、地域の模範となる「モデル林」の

増加促進 
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自伐型林業を地域で普及推進する地域推進組織の活動 

 
　自伐型林業の実践者が全国で急速に増加し、自治体の関心も高まっている。 
　自伐協の事務局は約10名のスタッフ（外部アドバイザー含む）で運営しており、全国各
地の活動は各地で自伐型林業の実践、普及推進・研修等を行う「地域推進組織」が担ってい

る。全国組織である自伐協事務局は小規模で、意思決定、事業実施にスピード感ある対応が

図られるとともに、全国各地の組織が自主性を持って各事業に取り組む体制としている。 
　今回の日本財団事業を通じて、地域推進組織も助成事業を運営するという経験ができると

ともに、地域の課題に応じた自伐型林業展開・災害につよい森づくりに資する活動（２担い

手育成・モデル林づくり）が出来ている。、全国の自伐展開のスピードを緩めることなく、

各地で生まれる推進組織の活動パフォーマンスを上げる展開になっていると考えている。 
 
　2019年度は以下の団体の9 施業現場を重点事業地域に選定し、全国における災害に強い
森林づくりの普及・定着支援を図った。 
 

表　地域推進組織 取組一覧 

実施団体 モデル林整備 フォーラム 
研修 

政策導入 
支援 

その他 

① 北海道自伐型林業推進 
　 協議会 

札幌市 
（手稲山） 

函館市 
フォーラム 

北海道・上川
町・森町他 

 

② 東北・広域森林 
　マネジメント機構 

岩手県 
（一戸町） 

一戸町にて 
研修ﾌｫｰﾗﾑ 

岩手中心に東
北17市町村 

 

③ NPO法人地球のしごと大学 
（関東・関西） 

 大阪梅田・東京池袋ﾌｫｰﾗﾑ 
奈良県宇陀市にて研修 

 

④ ふくい美山きときとき隊 
（福井県） 

福井市 
（美山町） 

福井市 
フォーラム 

福井市の 
補助金導入 

県内自伐型林業
グループ設立 

⑤ 大和森林管理協会 
（奈良県） 

 天川村 
現場研修 

御杖村への 
政策提言 

 

⑥ 合同会社やもり 
（島根県・山口県） 

長門市 阿武町 
 

阿武町 
地方創生事業 

全国事業推進 
サポート 

⑦ 八女ファミリー林業塾 
　（福岡県） 

八女市 
（星野村） 

八女ファミ
リー林業塾 

八女市 
対馬市 

 

⑧ 下毛の里自伐型林業研究会 
（大分県） 

 中津市にて 
研修実施 

山主と山守人の協議会設立 
日田市林業者災害支援 

⑨  延岡自伐型林業研究会 
（宮崎県） 

延岡市 福岡市 
フォーラム 
延岡研修 

九州連絡協議会設立 
延岡市他政策導入支援 
熊本地震崩壊作業道復旧支援 
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　中級者以上の自伐型林業者を対象とした「自伐型林業塾」の研修を10月からスタートさ
せ、徳島県で５回（主な講師：橋本光治氏）、奈良県で８回の研修（主な講師：岡橋清隆

氏）を開催した。 
　20年3月は毎週奈良県で４〜５日の研修を行い、すべての回に４人ほどの研修生が集まっ
た。また、初心者向けに高知県で自伐型林業塾予備校という形の研修も開催した。「自伐型

林業塾」の開校を準備しテスト開校した。 
 

 

実施団体 研修実施の概要 

① 自伐型林業塾・関西校 
研修内容： 作業道開設技術習得研修 

実施時期： 2020年3月 
研修受講人数：20名 

② 自伐型林業塾・徳島校 

研修内容：  
実施時期： 2020年3月 
研修受講人数：20 

※ テスト開校という位置づけで実施 
 

初心者向け 
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① 北海道自伐型林業推進協議会 
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② 東北・広域森林マネジメント機構 
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④ ふくい美山きときとき隊（福井県） 
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⑤ 大和森林管理協会（奈良県） 
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⑥ 合同会社やもり（島根県・山口県） 
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⑦ 八女ファミリー林業塾（福岡県） 
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⑧ 下毛の里自伐型林業研究会（大分県） 
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⑨  延岡自伐型林業研究会（宮崎県） 
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自伐型林業塾の開催 

１．自伐型林業塾の目的 
　近年、政策でも推進されている木材の生産性を重視した大型高性能機械を導入した大規模

な林業施業に対して、「壊れない道づくり」を基盤として、小型機械を駆使して小規模で長

期的視点に立った持続可能で環境へも配慮した森林経営を行おうとする自伐型林業が全国的

に広がりを見せている。 
 
　自伐型林業とは、森林の経営や管理施業を山林所有者や地域が自ら行う自己責任型の林業

である。限られた山から持続的に収入を得るために長伐期、択伐施業を自然と行い、良木生

産や森林の多目的利用を目指すため、森林を良好に維持していく事が必須条件となる。 
　これは収入を上げる施業と良好な森づくりを両立させ、また壊れない道作りによって施設

された作業道は土砂の流失を防ぎ治山治水に大きな効果をもたらすなど、地域に根差した持

続可能な環境保全林業である。このすぐれた林業が新たに大きく展開する事が出来れば、林

業自体の再生はもちろんの事、中山間地域にとっても持続発展の大きなきっかけになる事も

可能である。 
 
　今、全国でこの自伐型林業に取り組む若い世代が増え（Uターン、Iターンも多い）、導入
を検討する地域や自治体も出てきている。その現状において作業リーダーの育成が急務とさ

れている。全国から集まった自伐型林業を目指し始めた参加者の皆さんに作業リーダーとし

ての訓練と知識を身に着けて頂き、将来各地で指導者として活躍して頂く支援をする目的と

し、また受け入れ側のスタッフにおいては、今後研修会などでの講師として活躍出来る技量

を身につけて行く訓練の場として活用する目的でこの研修を実施することにした。 

２．自伐型林業塾の実施地域と運営 
　自伐型林業塾は、自伐型林業のベテラン講師が常時指導できる体制がある、関西校（奈良

県吉野町・天川村）と徳島校（徳島県那賀町）の２箇所で実施することとした。 
 
　関西校（奈良県吉野町）は、清光林業相談役の岡橋清隆講師の下、株式会社ワイルドウイ

ンド代表山下淳司氏がコーディネートする体制で研修を実施した。昨年度も、研修生を受け

入れてきた実績があり、研修現場及び機材の確保、研修ノウハウの蓄積があるため、1月に
わたり、研修生を受入れ、しっかりと指導する体制を整えた 
 
　徳島校（徳島県那賀町）は、100haを所有する自伐林家で家族で林業を営む、橋本光治講
師、妻の延子氏、息子の忠久氏が家族で指導できる体制をとりつつ、土佐の森・救援隊の坂

本昭彦氏がコーディネートする体制で研修を実施した。那賀町の現場は徳島県と高知県の県

境に近い山深い場所であり、今年度研修拠点の整備からはじめる必要があった。 
　次年度以降の研修継続も見据え、今年度は自伐型林業塾の試行期間として位置づけた。近

隣県を中心とした橋本講師の指導を受けた経験のある方若干名を受入れ、拠点整備などから

関わってもらう事とした。 
　また、自伐型林業が盛んな高知県では、研修希望者も多いため、林業への初級者に対する

指導を坂本氏らのグループが研修する体制も合わせて整えることとし、初級から中上級者ま

でを受入れられる研修システム構築に取り組んだ。 
　 
  

84 



３．指導目的と内容 
　中上級者を対象に研修を実施することを念頭に、それぞれ以下のような目的・内容で実施

することを想定した。しかし、関西校、徳島校ともに、自伐型林業の経験者よりも、自伐型

林業に本格参入したばかりの技術向上意欲が高い初心者が多く、それぞれに合ったカリキュ

ラムを再構成することになった。 
 
 
 

表　当初想定していた 中級者・上級者への指導目的と内容 

 中級者 上級者 

目的 これから重機を導入して自伐型林業

を始めていく方を対象に、基本的な

重機操作から作業道を開設して行け

る基本知識までの習得を目標とす

る。 

既に重機を導入して自分の作業現場で

試行錯誤されておられる方、中級研修

を受講された経験のある方を対象に、

研修期間だけでは伝えきれない細かな

実際の現場を一緒に体験する事によっ

て、自伐型林業全体の流れを知り、各

自の現場で実践して行く能力を習得す

る事を目的とする。 

内容 壊れない道作り、作業道開設オペ

レーター集中研修。 
参加者1名が重機1台を1日使って作
業道開設をする。 
参加者1名に対してスタッフが1名常
時フォローする。 

壊れない道作り、作業道開設オペレー

ター集中研修。 
　　中級研修終了後の開設済み作業道

の各所の手直し、仕上げ、材の搬出

（実際に作った作業道を2tトラックで
走ってもらう等）などより現実的な作

業をスタッフと共に行う。 
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４．自伐型林業塾・関西校 

①　研修実施概要 
 

● 研修場所　奈良県天川村洞川地区山林 
 

 
 

● 研修実施期間   2020年3月2日～27日 
 

● 指導方法 
 

○ 申し込みの時点で日程による振り分けが困難であり、参加者も初心者が多

かったため、１人ずつレベルに合った個別対応の開催となった。 
（今回は参加者1人につき、重機1台スタッフ1人がマンツーマンで対応） 

○ 岡橋清隆講師が全日程参加し、研修生の施業場所を順番に回り、個別アドバ

イスをおこなった。 
○ スタッフにとっても講師養成の機会とするとともに、研修生と合宿形式で指

導することで、林業に関わる仲間づくりを育むことを意図した。 
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②　研修参加者 
 

　　マンツーマンでの指導を行うため、研修生の受入数には限界があるため、一般公募とせ

ず、以下のような方法で研修生を選定した。 
 

a) 各地の自伐型林業研修の作業道整備を受講された方で、 
早急に技術を上げることが必要な方（必要性は岡橋講師らで判断し研修を案内） 

b) 各地域推進組織からの推薦があった方 
c) 自伐協事務局や他講師から推薦があった方 

 
表　自伐型林業塾 関西校 参加者一覧 

氏名 性別 住所 受講日程 受講背景 

A 男 福岡県八女市 3/2～3/6 ５日間 実家山林で施業開始 

B 男 熊本県山鹿市 3/2～3/6 ５日間 八女 地域推進組織 

C 男 島根県松江市 3/2～3/7 ５日間 
今年独立し 

作業道開設準備 D 男 島根県松江市 3/2～3/7 ５日間 

E 女 福井県福井市 3/6～3/9 ３日間 福井地域推進組織 

F 男 三重県津市 3/8～3/11 ３日間 
経験者・請負った 
山林を自伐施業 

G 女 大阪府豊中市 3/8～3/13,3/26 ５日間 GIS林業技術者 

H 女 岡山県都窪郡 3/9～3/13 ４日間 里山保全団体主宰 

I 男 広島県庄原市 3/13～3/15 2日間 自伐事業体職員 

J 男 広島県庄原市 3/13～3/15 2日間 自伐事業体職員 

K 男 北海道上川郡 3/15～3/21 6日間 地元で自伐を実践 

L 男 北海道雨玄郡 3/15～3/21 6日間 地域おこし協力隊 

M 男 北海道島牧郡 3/15～3/21 6日間 地域おこし協力隊 

N 男 北海道旭川市 3/15～3/21 6日間 彼女の実家山林施業 

O 男 岩手県釜石市 3/21～3/24 ３日間 東北地域推進組織 

P 男 福岡県宮若市 3/22～3/27 ５日間 重機オペ経験者 

Q 男 福岡県築上郡 3/22～3/27 ５日間 大きな作業道経験者 

R 男 大分県中津市 3/22～3/27 ５日間 中津地域推進組織 

S 男 大分県日田市 3/23～3/27 ５日間 日田林業事業体職員 

　　　 
 
  

87 



 

③　実施スケジュール 
 

研修日程 研修受講者 研修内容 

3/2 自伐型林業塾1日目 ABCD 路線踏査・作業道開設 

3/3 自伐型林業塾2日目 ABCD 作業道開設・洗い越しの作業 

3/4 自伐型林業塾3日目 ABCD 
雨のため吉野林業の山の見学。 
良い所、失敗した所、スタッフが施業した所な

どで理解を深める 

3/5 自伐型林業塾4日目 ABCD 作業道開設・2路線は木組み 

3/6 自伐型林業塾5日目 ABCD 作業道開設 

3/7 自伐型林業塾6日目 E 
作業道開設・伐倒・造材 
終日ヘアピン作り 
基本的な重機操作と土の移動、伐根練習 

3/8 自伐型林業塾7日目 E 
雨の為、清光林業の作業道を数か所見学。 
吉野林業の密植、多間伐の実際の現場を見学 
作業道崩壊後など 

3/9 自伐型林業塾8日目 EFGH 
作業道開設（重機による掘削） 
午後から路面処理仕上げを行い、１０ｍ程作業

道の完成形を作る 

3/10 自伐型林業塾9日目 FGH 
雨の為、清光林業の作業道を数か所見学。 
路線踏査の練習 

3/11 自伐型林業塾10日目 FGH 作業道開設体験 

3/12 自伐型林業塾11日目 GH 作業道開設 

3/13 自伐型林業塾12日目 GHIJ 作業道開設 

3/14 自伐型林業塾13日目 IJ 雨の為、清光林業の作業道を数か所見学 

3/15 自伐型林業塾14日目 IJ 天川村栃尾にて路線踏査 

3/16 自伐型林業塾15日目 KLMN 雪の為、広場での重機慣れ、操作の練習 

3/17 自伐型林業塾16日目 KLMN 
雪の為、広場での重機慣れ、操作の練習 
（広場に仮設の作道） 

3/18 自伐型林業塾17日目 KLMN 作業道開設（実際の山林での現場作業） 

3/19 自伐型林業塾18日目 KLMN 作業道開設（実際の山林での現場作業） 

3/20 自伐型林業塾19日目 KLMN 路線踏査・作業道開設 
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3/21 自伐型林業塾20日目 KLMNO 
研修生４名（KLMN）は岡橋、平野のアテンド
で吉野の山の見学・作業道開設 

3/22 自伐型林業塾21日目 O 作業道開設 

3/23 自伐型林業塾22日目 OPQRS 作業道開設 

3/24 自伐型林業塾23日目 OPQRS 作業道開設 

3/25 自伐型林業塾24日目 PQRS 路線踏査・作業道開設 

3/26 自伐型林業塾25日目 GPQRS 作業道開設・山留木組作業 

3/27 自伐型林業塾26日目 PQRS 
清光林業の山を見学。 
作業道や路線の考え方、戦略を確認 

 
 

 

写真　研修生作業道開設指導風景 
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写真　木組み施業作業 

 

 
写真　谷渡り（洗い越し）施工作業 
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写真　清光林業施業林視察 

 

 
写真　昼食・ミーティング風景 

 

 
写真　受講者集合写真 
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④ 　成果および今後の課題 
 

● この研修を通じて、自伐に関わり、これから始めたい初期段階の方の背中を押した

り、始めて間もない方に自信を持っていただき継続して行ける結果は残せた。 
 

● 林業事業体から参加して頂いた研修生は、社員を指導するための研修として実施し

た。今後。リーダーとしての活躍が期待される。特にQさんについては自伐協の講師
に九州で一番近い存在になって頂けたとの期待がもてた。 
 

● 参加者に対しては良い成果が残せている一方、運営面では、現場の確保、費用の面

での課題が大きい。現場は常に流動的に進み、個人の実力に合わせる必要がある。 
（通常の自動車教習所と同じシステム） 
 

● 今回は、3～4人のメンバーと3～4台の重機で行ってきたが、同一の施業現場で複数
の作業道づくりが実践できる場所の確保は難しい 
 

● 費用の面ではスタッフの半数を地域おこし協力隊の活動日として村に協力頂いた為

に押さえることができたが、彼らが卒業した後の展開を考えると非常に高額の講習

となってしまう。参加費、補助を頂く額面、運営側の収入をどのようにバランス良

く続けて行けるかが継続性への課題。 
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５．自伐型林業塾・徳島校（徳島県那賀町） 
 

①　研修実施概要 
 

● 研修場所　徳島県那賀郡那賀町臼ヶ谷地区 山林 
 

● 研修実施期間   2020年11月23日 研修試行開始（プレ開講） 
　　　　　　　２月まで７回ほど断続的に指導実施 
 

● 指導方法 
 

○ 今年度はプレ開校として、徳島・高知両県に在住する研修希望者および橋本

氏に既に指導を受けており、集中指導を希望する方を対象に指導を実施。 
○ 中上級者には徳島県那賀町にて橋本夫妻・息子の忠久氏が指導する一方で、

初級者は高知県内で土佐の森・救援隊 坂本昭彦氏が中心となり指導 
○ 試行期間として、今後の効果的な指導体制構築・継続的な受入環境づくりを

重点にすすめる。 
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②　研修参加者 
 

表　自伐型林業塾 徳島校 参加者一覧 

氏名 性別 住所 
参加回 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

A 男 高知県高岡郡 　           

B 男 高知県高岡郡 　 ◯ ◯      ◯   

C 男 高知県土佐郡 　 ◯       ◯   

D 男 高知県高知市 　 ◯ ◯    ◯  ◯   

E 男 高知県高知市 　   ◯        

F 男 高知県高知市 　  ◯   ◯ ◯    ◯ 

G 男 高知県高知市 　     ◯ ◯     

H 男 高知県吾川郡     ◯     ◯ ◯ 

I 男 高知県吾川郡 　     ◯  ◯    
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③　研修スケジュール 
 

回 日程 実施項目 詳細 

0 2019年8月〜 開校準備 山林確保、施設契約、備品搬入など 

1 10月1日 開講準備 生徒も交えて座学講習と山林視察、

研修施設の掃除など 

2 11月23日〜24
日 

自伐型林業塾プレ開校 研修生3人で研修の試行 

3 12月2日 自伐型林業塾2回目 林業機械メンテナンス（研修生1人） 

4 12月7日 開校記念式典 東京にてフォーラム開催 

5 12月12日 自伐型林業塾3回目 作業道講習（研修生1人Hさん） 

6 12月24日 自伐型林業塾4回目 作業道および森林経営（研修生3人） 

7 （2020年） 
1月2日 

自伐型林業塾初級編　 林業機械研修（研修生3人） 

8 1月10日 自伐型林業塾5回目 原本市場への納入実習（研修生1人） 

9 1月19日 自伐型林業塾特別回　 研修卒業生の待山での実習 

10 　　1月25日 自伐型林業塾6回目 伐倒・搬出（研修生1人Hさん） 

11 2月23日 自伐型林業塾7回目　 測量演習 
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写真　開校準備 拠点整備 
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写真　指導風景 

 

 
写真　GIS実習資料 
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④　成果および今後の課題 
 

● 研修開始にあたり、近隣のこれまで橋本講師に指導を受けた自伐型林業者の協力を

得て、研修拠点の整備を進められた。資金面では、7~8月にクラウドファンディング
を実施し、目標金額200万円を上回る248万円の支援を頂いた。 
橋本講師は全国で作業道づくりの指導をされており、特にその卒業生からの支援が

大きかった。 
 
 

 
 

 
● 研修受講に対しての関心は高く、いつ始まるのかや費用は幾らかかるのかと言った

問合せも多く受けた。今年度は、試行期間として数少ない人数を無料（宿泊費との

実費程度）にて受け入れたが、今後は自立して継続していくため、資金確保等につ

いて検討が必要になる。 
 

● 拠点がある程度稼働できるようになり、施業（研修）山林も、周辺山林所有者の協

力を得られ確保出来た。今後は、施業機材の確保、継続した研修カリキュラムの提

供方法、受入体制確保が重要であると考えている。 
 

● 初心者の受講希望者が多いことから、今年度は高知にて土佐の森・救援隊の坂本氏

がOJT指導を行ったが、今後２拠点体制として進めていくのかも含めて課題であ
る。 
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まとめ 

 
● 長期研修プログラムを行う拠点設置や、新たな講師育成につながる研修基盤は整い

つつある。本報告書で紹介した研修事例は、地域推進組織による研修、自伐型林業

塾での研修合わせて11箇所である。但し、自伐型林業塾をはじめ安定した研修・経
営継続ができる形で研修運営できていないため、資金面・体制面の安定化が課題で

ある。 
 

● 自伐協は現在11自治体より受託実施しているほか、数自治体での新規研修実施予定
である。さらに厚生労働省の林業就業支援事業の研修実施に道筋がつき、次年度、

新たに30箇所での実地研修を行うことが決定した。40箇所での研修実施体制構築は
緒に就いたところであるが、徐々に整いつつある。 

 
● 事務局と協動する地域推進団体は33団体まで増加した。また実践者は約1,700人とな
り、目標としていた30団体1700人を超えた。 
（新規：足寄自伐型林業研究会(北海道)、九戸山賊(岩手県)、エンリッチ・アスレ(長
野県)、こしのくに里山再生の会(福井県)、ふくい自伐型林業協会(福井県)、
FORESTWORKER(広島県)、福岡ファミリー林業推進協議会(福岡県)、八女ファミ
リー塾(福岡県)、WOODLIFE(鹿児島）) 
 

● 自伐型林業支援施策事業を実施する自治体は51自治体であり、目標としていた50を
超えた。これは、自伐協に加え各地域推進組織が、政策立案者・行政担当者等への

アプローチ・情報提供等を積極的に行った成果と考えている。 
 

● モデル林づくりは各地で進めてきており、まだ「壊れない道づくり」により路網整

備された災害に強い森林としての認定林を制度化するまでには至っていないもの

の、全国より視察される自伐型林業による施業林が生まれてきているところであ

る。次年度は、自伐型林業モデル林としての認定基準を検討し、確立させたい。 
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